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 厚生労働省では、就職の機会均等が確保されるよう、一層の

啓発・指導に取り組んでおり、このたび「採用選考時に配慮すべ

き事項」として、就職差別につながる恐れがある 14 事項を以下

のとおり発表しています。 

 公正な採用選考が実施できるよう、ご配慮ください。 

 

本人に責任のない事項の把握 

①本籍・出生地に関すること 

②家族に関すること 

③住宅状況に関すること 

④生活環境・家庭環境などに関すること 

本来自由であるべき事項（思想・信条に関わること）の把握 

⑤宗教に関すること 

⑥支持政党に関すること 

⑦人生観・生活信条などに関すること 

⑧尊敬する人物に関すること 

⑨思想に関すること 

⑩労働組合、学生運動などの社会運動に関すること 

⑪購読新聞・雑誌・愛読書などに関すること 

採用選考の方法 

⑫身元調査などの実施 

⑬全国高等学校統一応募用紙・JIS 規格に基づかない履歴

書の使用 

⑭合理的・客観的に必要性が認められない採用選考時の健

康診断の実施 

（担当：経営指導員） 

採用選考時に配慮すべき 14の事項 
～就職の機会均等が確保されるために～ 

 兵庫県では、優れた技術や製品を有し、国内外で高い評価

を受けている中小企業を募集して「ひょうごオンリーワン企業」と

して選定・顕彰し PR します。 

 また、「ひょうごオンリーワン企業」を目指して取り組む中小企

業も募集し、その事業計画が優れていると認められた場合、計

画実施に必要な経費の一部を支援します。 

 

 ●募集期間…5月 19日㈮必着 

 ●補助件数…10件 

 ●補助金額…上限 100万円（補助率 1/2） 

 

 

 

（担当：経営支援課） 

 

世界に飛躍する兵庫の中小企業 

「ひょうごオンリーワン企業」の募集 

 

西日本最大級の展示会出展に対し 
ブース料を補助します（先着 10社） 

  本年度も西日本最大級の産業総合展示会「国際フロンティ

ア産業メッセ 2017」が以下の日程で開催されます。 

 この展示会では、先端技術の紹介や製品展示を中心に、講

演・セミナーなど多彩なプログラムが展開され、昨年は 481 社・

団体が出展し、来場者は 29,875 人を数え、出展企業 1 社

あたり 64.7件の相談および商談があったと報告されています。 

 そんな展示会出展に際し、県商工会連合会を通じてお申込

みの事業所に限り、出展料の補助を受けることができます。 

 販路拡大や海外展開等を検討されている皆様には、またと

ない絶好の機会ですので、積極的にご活用ください。 

 

【名称】 国際フロンティア産業メッセ 2017 

 

【日程】 平成 29年 9月 7日㈭ ・8日㈮ 

        両日 10:00～17:00 

 

【会場】 神戸国際展示場 1・2号館 

       （神戸ポートアイランド） 

 

【補助対象】 ブース出展料（先着 10社・団体） 

 

【補助額】 54,000 円（一律） 

※出展ブースは３種類あり、いちばん小さい３㎡のブースで 

 あれば 54,000円で全額補助となります。 

 

【申込】 申込書は商工会で準備しています。 

      商工会でとりまとめて県連に申込書を送付しますので 

      まずはお問合せください。 

      5月 17日㈬までにご提出ください。 

      ※先着順のため、早めに終了する場合があります。 

      ※展示会事務局への直接のお申込は補助対象外 

       となりますのでご注意ください。 

 

【出展】 出展分野および出展物は以下のとおりです。 

      ◇環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ ◇健康・医療 ◇航空・宇宙 

      ◇ロボット ◇ものづくり ◇IoT・IT ◇電気・電子 

      ◇ライフスタイル（食品・住宅など） 

      ◇地域振興・地場産業 ◇グループ出展 

      ◇産学連携・支援機関 

 

  展示会事務局への直接の申込は補助対象外となりますの

で、くれぐれもご注意いただき、まずは商工会までお問い合わせ

ください。 

（担当：本庄） 

 

ひょうごオンリーワン企業 

フロンティアメッセ 
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各種お問合せ 

 〒679-1113 多可郡多可町中区中村町 125-1 

 TEL：0795-32-2161  FAX：0795-32-1699 

 E-mail：shokokai@taka-cho.jp 

 【事 務 局長】 原田 

 【経営支援課】 後藤・金高・本庄・横畑・近藤 

 【業務推進課】 足立・遠藤・岸本・宮内・石塚 

 

  

           春は出会いの、そして別れの季節ですね。

退職、入社、異動など、人が目まぐるしく動くのがこの時期で

す。そんな中で多可町商工会では異動等はなく、業務でドタバ

タでしたが比較的穏やかな年度末となりました。新年度も、昨

年度と同じ体制で更なる会員サービスに努めます。（本庄） 

 

 

      

 

 

 

職員コラム 

             
              （主な予定のみをピックアップしています） 
      

26日 定例理事会 

27日 多可町企業懇話会 創立総会 

 

4月の予定 

 平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日までの雇

用保険料率は以下のとおりです。 

 

●失業等給付の保険料率は、労働者負担・事業主負担とも

に、1/1,000ずつ引き下がります。 

●雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引

き続き、3/1,000です。 

 

 ① 

労働者負担 

② 

事業主負担 

①+② 

雇用保険 

料率 

一般の事業 

(28 年度) 

3/1,000 

(4/1,000) 

6/1,000 

(7/1,000) 

9/1,000 

(11/1,000) 

農林水産・ 

清酒製造 

事業 

(28 年度) 

4/1,000 

(5/1,000) 

7/1,000 

(8/1,000) 

11/1,000 

(13/1,000) 

建設の事業 

(28 年度) 

4/1,000 

(5/1,000) 

8/1,000 

(9/1,000) 

12/1,000 

(14/1,000) 

※下段カッコ書きは、平成 28 年度の雇用保険料率 

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏等事業については 

 「一般の事業」の率が適用されます。 

 

 

（担当：宮内） 

平成 29 年 4月から 
雇用保険料率が引き下がります 

モノが、データがあふれる情報化時代 

「いかに使うか」が未来へのカギ 

 1月 31日、奈良先端科学技術大学院大学と近畿経済産

業局から 2 人の講師をお招きし、「実は意外と身近だった！

IoT・ビッグデータがもたらす これからの未来の話」と題して開催

した、今年度の IT活用セミナー。 

 「IoT」そして「ビッグデータ」は、聞いただけで『難しい！』とアレ

ルギー反応を起こしてしまう方もいらっしゃるかもしれません。その

ためになるべく分かりやすく、事例も多く、と盛りだくさんの内容で

実施。ちょっと欲張りすぎた内容になってしまったかもしれません

が、それはまた、たくさんの情報に埋もれてしまいがちな今の時

代を象徴するものであったかもしれません。 

 膨大なデータは活用しなければ意味がなく、使い方によっては

ビジネスが有益になることは各分野で立証されています。「いか

に使うか」。具体的な方法が今はなくても、意識として植え付け

ていただけた機会になったかなと思います。 （報告：本庄） 

 

 

 いまや商売には第三者への賠償準備が不可欠！「商賠上

手」でリスクにそなえませんか？ 

下記のようなリスク(事故)を総合的に補償します。 

建設業≫建築現場から資材が落下し、通行人がケガをした。 

飲食業≫店員がコーヒーをこぼし、顧客にやけどを負わせた。 

サービス業≫顧客からの預かり品を破損してしまった。 

製造業≫製造した製品が原因で火事が起こってしまった。 

全７業種（製造業・飲食業・販売業・工事業・サービス業・

運送業・IT事業）のリスクをカバー!団体保険で割安です。 

お問合せ・お申込みは商工会まで。     （担当：横畑） 

 

第三者への賠償に備える!! 
ｵｰﾙｲﾝﾜﾝの総合賠償責任保険『商賠上手』 

 

小規模事業者が、地域でもっと輝くために!! 

｢経営者の底力養成講座｣開講 

「イベント、ＰＴＡ、消防と地域を支える青年部員は立派。

でも…」「棚卸しや試算表の作成…会計を管理するだけで、

結果がついてくる!」 

２月 23 日 24 日の２日間にわたり開催した「経営者の

底力養成講座」では、講師が熱い口調で受講者に語りかけ

ました。講師は、淡路市の青年部ＯＢでもあり、国の小規

模企業施策の立案にも深く関与されてきた立石裕明氏。 

地域の小規模事業者の実情に沿ったお話に、受講者から

は、「結果の出る具体的な行動を教えていただきタメになっ

た」「帰って、不良在庫、過剰仕入の確認をしてみたい」とい

った感想をいただきました。         （報告：横畑） 

 

 

雇用保険料率 

事業 

報告 

事業 

報告 


